


人生の先輩であるメンバー 

                                島 しづ子 

みなさまお元気でお過ごしでしょうか？ 

この冬、体調を崩された方や看病に追われた方も多かったのではないでしょうか。 

私も12月と1月は月の半分ぐらい風邪を引いていました。つくづく感じたことは、「人の世話に

なる難しさ」でした。一時的であっても人に頼らなければならないと、気遣い、忍耐が要ります。

私は人のお世話をすることが好きです。でも、自分が世話される立場になったらと、考えたら「世

話になりたくない」自分がいました。 

1月14日に「成人を祝う会」があり、二人のメンバーの成人を祝いました。紹介されたスライ

ド写真を見ながら、ますます二人に親しみを覚えました。いかにご家族に愛されてきたかわかり

ました。そして、彼らは「人の世話になる」難しさを 20 年生きてきました。会場にはそれ以上

の年月を「世話になってきた」メンバーもいました。あらためてメンバーたちに脱帽する思いで

した。いつもいつも楽しかった訳ではなく、頼めなかったこと、頼みたくなくても頼むしかなか

ったこと、気持ちよくしてもらえなかったこと、悔しかったこと、悲しかったこと。踏みにじら

れた思いがきっと一杯あることでしょう。時に涙しながら、人の世話になり、それでも自分の意

志を通したいと生きてきたこと、なんと気高い姿でしょう。 

私は「自立」とは何もかも自分一人でするということではなくて、出来ないことは頼みながら、

自分の人生を受容し、選択し、心を自由にしていくことだと思います。私が世話になりたくない

理由は、「誇りを持ったまま世話になることの難しさ」と言えるかもしれません。 

「出来ない」自分を受容することが難しいことと、出来ない自分が踏みにじられるのではないか、

と心配なのです。 

「愛実の会」の理念は「メンバーの尊厳をおかさない」です。それってどういうことでしょう。

思いだす話があります。もう 30 年近く前に聞いた話です。ケネデイ元大統領のお父さんだった

と思いますが、脳血管の病気か何かで話せなくなり、高名な医師たちが診察に呼ばれたようです。

その医師の一人が、意思の疎通が出来ないと思われたお父さんを「赤ちゃん」に接するように接

したため、お父さんが怒って、医師に殴りかかったという話です。赤ちゃんのように遇されたこ

とはお父さんにとって尊厳がおかされたことでした。 

「愛実の会」のメンバーの多くは意志の疎通がスムーズにいきません。だから何も分からない人

と思われがちです。長い時間をかけて、自分を語り、自分の生活スタイルをアシスタントに伝え

てくれました。それぞれ個性的で熱い思いを秘めた人たちです。メンバーたちと会うたびに、今

どきこんなに素直な若者がいるの?と思います。雰囲気が良ければ嬉しそう笑い、目が合うと笑っ

てくれます。若者が目を見て挨拶してくれると嬉しいものですね。 

さらに年老いた時、私は人の世話になるたびに、彼らの気持ちを思い、後悔し、また励まされる

のだろう、という予感があります。 

おおいぬふぐり、れんげの花が咲いています。もう春です。 

みなさまもどうぞ、贅沢な時間をお過ごし下さい。 

新しい年度もよろしくお願い申し上げます。 
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「年度末を迎えて」 

                               中森由哉 

 この原稿を書いているのが 2 月末なので上記のような題をつけました。皆様のところにこ

の会報が届く頃には、本格的な春の一歩手前といったところでしょうか。 

仕事が終わって帰る時、空に雲が無いと星が見えます。空気がとても澄んで灯りが無いと

ころとは比べ物になりませんが、それでも特に冬は明るい星が多く、星座を見て楽しむのは

一番の時期かと思います。2 月になるとその冬の星座たちが少しずつ西へ傾いていくのが感

じられるようになり、2 月末で少し時間が遅いともうかなり西に傾いたなあと感じられます。

続いて春の星座たちが高く上って来るのですが、冬の星座に比べ明るい星が少なく、夜空は

真冬に比べて寂しい感じもします。でも寒さが徐々に去っていき夜でも暖かくなっていくの

は、やはりうれしいことです。 

障害者福祉事業について、厚生労働省から次年度の報酬単価について平均 5,1%アップする

という案が 2 月下旬に出されました。全国各地から事業所運営の苦しさ、それが結局は利用

者の方の生活にしわ寄せが行っているという訴えが多く出され、少しでもそれが改善されれ

ばと願っております。ただ、この単価アップでもう大丈夫というわけではなく、引き続き日

常をしっかりと積み重ねながら、利用者の方の生活がより良いものになるような制度を求め

ていくことも大切と考えております。                    
                                  

 
 
愛知県共同募金会様より助成を頂きました。 

 当法人は昨年度の車椅子リフト付き車両に引き続き、 

今年度も愛知県共同募金会様の助成をいただきました。 

今年度は、愛実友だちの家にドレミマット(押すと場所 

によって違う高さの音が出るマット)、紙風船にノート 

パソコン(パソコンの得意なメンバーが活動で使用)、 

大地の家にレーザープリンター(様々な書類をコピー、 

印刷、カラーも可)を、助成を受けて購入いたしました。 

メンバーの活動や事務作業に購入後すぐ活用されております。 

皆様のご協力を受け、メンバーの活動や法人業務がより充実したものになっていくのを 

目の当たりにして、とてもうれしく思っております。ありがとうございました。 
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イエローレシートキャンペーン報告（2008 年９月～2009 年２月） 
  

ＮＰＯ法人愛実の会は、イオンで毎月１１日に行われる「幸せの黄色いレシートキャ

ンペーン」にジャスコ名古屋みなと店様・千種若宮大通り店様各店に３事業所、イオン

大高店様に紙風船が登録させて頂きました。 

このキャンペーンでは、お客様から集められたレシート合計金額の１％相当の商品を

各団体に寄贈して頂けます。今回も日用品を始め、パソコンのソフトや活動で使う道具

など様々な商品を各事業所とも検討しているところです。 

寄贈していただいた商品は大切に活用させて頂きます。本当にありがとうございます。 

また、３月からも各店舗継続して登録させて頂けることになりましたので、今後とも

皆様ご来店の際はご協力よろしくお願い致します。 

大地の家で活用しています 

レーザープリンターです！ 

 



ドレミマット 

もらったよ！！ 

 

 

  

赤い羽根共同募金さんからの寄付金を利用して、『ドレミマット』を 

いただきました。 

このドレミマット、カラフルな正方形の一つずつに音の割当があって、 

正方形の真ん中あたりを軽く押すだけで、『プァ、プァ、プァ～』と 

ピアニカのような楽しい音が鳴るんですよ！！ 

身体のあちこちにマットを押し当てたり、たたいたり、パンチしたり、 

キックしたり･･･思い思いのやり方で音を鳴り散らしてみんな大はしゃぎ。 

キーボードのリズムとコードに合わせて合奏もしましたよ。 

                            

（Ｐ３～４） 
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☆今年もよろしくお願いします☆ 

早いもので年が明けて早や 3 ヶ月経ち、新年のご挨拶もできないまま年度末を

迎えてしまいました。年の初めの『書初め大会』では今年もメンバー一人ひとり、

目標を掲げてくれましたので、少しでもそれが達成できるよう、寄り添っていきた

いと思います。 

新年度からは新たに 2 名のメンバーが愛実友だちの家に仲間入りしてくれる予

定です。ますます手狭に感じる愛実友だちの家ですが、工夫しながら快適に 

楽しく過ごしていきたいと思います。 



○絵本 作りました○ 

           

 

メンバーの多くは絵本や詩集が大好き。そのきれいな色や、表情豊かな言葉が面

白いんでしょうね。 

そんな作品を自分たちでも作ってみようと、『○を描く』というテーマでメンバー

それぞれに絵とそれを描くときにイメージした言葉を教えてもらいました。 

               まるでプロ作家の作品のような素敵な絵本の 

               できあがりに、みんな 

               大満足でした。 

               愛実友だちの家にその 

               絵本がありますので是非 

               見に来てくださいね。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「小窓から」３ 

       大野義徳 
 

「同じ雑踏でも、ここは落着くねえ。」これは阪神大震災で避難所暮しをしていたおじいさんが、

臨時営業していた喫茶店へ一緒に出かけたときに言った言葉だ。避難所と同じようにごったがえし

ているというのにどうして落着くのか、当時ボランティアをしていた私には判らなかった。 
 

或るひとが、その謎を解いてくれた。それは「自分で選択しているからだ」と。 
 

翻って、愛実のメンバーたちはどうであろうか？   

自分で選択して愛実に居るのだろうか？   

それとも障害ゆえに通うことを余儀なくされているのだろうか？   

心ならずも避難所で暮していたあのおじいさんのように。 
 

そこを心落着く、ほっとした空間にするためには、何より本人の自由な選択が必要なのだろう。 

「居たいから居る」のと「居ざるを得ないから居る」のではまるで違う。重い障害を持つメンバー

が発する選択のメッセージを汲むのは難しく、また重い障害を持つなら尚更選択の幅が狭まってし

まうのも現実だ。ならば、仕方なしに居たくもない場所に居、あきらめ、もがき苦しんでいるとす

れば、それはメンバーの責任なのだろうか？   

障害を持つが故の？ 
 

我々は、この冷たい自己責任論こそ、全身全霊をもって打破しなければならない。 

責任なんて、メンバーにももちろん、誰にもきっとないのだ。あるいはメンバーたちは自分の選択

ではなく愛実にいるのかもしれない。なればこそ、我々の目標は「はじめはよく判らなかったけど、

結果として、愛実に来てよかった」とメンバーに感じてもらうことではないだろうか。 

そこにはきっと、責任論や選択の自由を越えたなにかがあるはずだ。 
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＜メンバーの思い＞ 
『 これからの僕 』 

                           
 鈴木 重利 

桜が満開に咲く 4月、プロ野球は開幕！ 

僕の楽しみな毎日がやって来る。 

暖かくなると、施設での活動もしやすくなるし、楽しみもいっぱいある。 

休まず出掛けよう！！ 

新しいことに挑戦しながら、昔の様に人形劇に勢いをつけて頑張ろう！ 

まだなのか？もうなのか？どっちかわからないけど 20 代後半。 

健康に気をつけて毎日を元気にすごして行きたい。 

 

 

 

＜協力者の思い＞ 
『 紙風船は「日本一!!」 』 

 

アシスタント 戸田 真二 
 

紙風船で働き出して、この 3 月でちょうど 2 年になりました。私はここに来て毎日が楽し

くてたまりません。(笑) ここはどこと比較するわけではなく､日本一素晴らしいところだと

思えるからです。「うちのお母ちゃん日本一??」って感じです。普段はみんながなんかバラバ

ラで、とってもいい加減です｡ 時間にはルーズだし､ 話はなかなかまとまらないし･･･、毎日

ドタバタしながら一日が流れている感じがします。でも､私は「いい加減」ってとっても好き

です。ひとり一人の個性・人格が大切にされるには、ルール(形)や理念(思い)だけでなく、

そこに集まる人の空気や温度＝雰囲気みたいなものが、みんなにとってちょうどよく思える

こと(良い加減)がとってもいいです。「ここには自分の安心できる居場所(空間)があり、あり

のままの自分を受け入れてくれる人(温もり)がいる」本当にそう思えると、思えるだけで「日

本一?!」になるかも。まあ､簡単にいうとアットホーム(家族的)な感じが紙風船の特徴です。  

また、一方では人形劇の活動を通して夢と希望を贈りとどけるのが、私たちの仕事(生きが

い)であり、「人形劇団紙風船」その存在の重さをずっしりと感じます。そして、舞台では、

ひとり一人が輝き、みんなの心がひとつになれる瞬間があります。 本番での緊張感と一体感、

やり遂げた後の達成感はチョー最高です。みんな本番に強いし、普段とは違うこのギャップ

が、何ともまたたまりません。ここまできたらもう「よ!! 日本一!!」って感じです。 

ゆっくり、ゆっくりですが紙風船はまた形を変えて、少しずつ大空に舞い上がろうとして

います。私はそんな中で働けて「僕は、幸せだなぁ～」と思います。これからもみなさんと

一緒に、夢に向かってがんばっていきましょう。 
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          ――― ３＋１ の「ふしん」―――    南  寿 樹 

 

 私の頭の中から消したくても消せない嫌な概念がある。それは『ここ数年、世の中全体

の流れを大きな布のように覆って身動きできないようにしているのが「ふしん」という言葉

ではないか』というものである。漢字で書けば【不審】【不信】【不振】の３つ。 

 まず、【不審】という言葉は、「不審者」に代表されるように「疑うこと」からはじめる。

例えば「来校者の中には不審者（疑わしき人）がいるかもしれないので、来校者には事務室

で受付をして名札をつけてもらう」「いつ、不審者が入ってくるかもしれないので校門は閉

めるか（関係者以外立ち入り禁止）のロープを張る」「知らない人に声をかけられたらまず

不審者として警戒しましょう」… 

３２年前、受験浪人生だった私は、近所の小学校の運動場でトレーニングをしていた。 

そのうち、そこの小学生と仲良くなり一緒にサッカーをするまでになったが、今にして思え

ばよくやれたと思う。さしずめ今なら「不審者」として通報されるのだろう。 

【不審】という言葉は、人とのファーストコンタクトからの接点も崩していくようだ。 

次の【不信】は、「信用しないこと」だが、辞書では「約束を守らないこと」が先に書かれ

ている。まずは今の政府が信用できないこと（支持率１０パーセント台）が浮かんでくる。

しかし私はその前の小泉構造改革路線で出てきた教育基本法改正の具現化した「教員評価制

度」と「教員免許更新制度」の基礎にこの【不信】があると思われてならない。つまり「教

員は、放っておくと怠ける」という【不信】である。「だから競争させ、評価し、ダメ教員

から給料を減らしデキル教員へまわすとなれば、必死になるに違いない」「教員免許は１０

年で更新することとし、試験に合格しなければ取り上げるとなると、生活の危機になるから

必死になるだろう」・・・これはもはや脅しである。 

そうした一方で、「財政が厳しくなってきたので、給料を減らします」とひどい仕打ち。 

職員の給料は、「月々いくら払う」という契約で決まっているもの。これは約束を守らない

【不信】。いろいろ行政支出の無駄（使わない設楽ダムに県負担９００億円など）を省いて

最後に検討するならわかるが、真っ先に削るのは信用できない【不信】。 

また、個人情報もどのように使われるかわからないという疑い【不審】から、教員がいつ

漏らすかもしれないという【不信】でチェック管理が厳しくなり、許可なくＵＳＢなどを持

ち帰るとまるで「犯罪者」扱い。職員室では誰が聞いているかわからないから子どもの話を

してはいけない…など。【不審】【不信】がうずまき、もはや正常な教育活動ができなくなっ

ている。この【不審】【不信】は教育だけでなく社会全体にうずまき、まさに経済は【不振】

でどうにもこうにも振るわない。では、この息苦しいまでの閉塞感を打ち破るためにはどう

したらいいか！――――おっと、もう一つ漢字が出てきた。それは【普請】辞書によれば

「もともと共同で寺や道などを作り、直す意」とある。 

そう、今こそ３つの「不審、不信、不振」を振り払い、「信頼」をもう一度構築し、共同

でみんなの社会をつくり直そう（普請）ではありませんか！ 
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ＮＰＯ愛実の会 寄付者名（順不同・敬称略）    2008 年 12 月 1 日～2009 年 2 月 28 日 

■賛助会費／ＮＰＯ愛実の会の活動に対しての費用 
 

須田 静代  山村ミヨコ  山田シマ子  片山 晶子  山下 良子  高橋佐喜男  津田 公子   

山中 高    山下 有   秋山 公夫   橋口 洋    村木まゆみ   笹山 博彦   豊明新生教会  

大石 雅通  岩田  妙   田中  綏子  難波  幸矢   池田 静子  戸軽  佳代   野並のぞみ園 

福井  清   牛田 ヒサ  熊崎 千尋  吉田 螢子  木村 淑江  鈴木 純夫  鈴木百合子 

伊藤 裕子  小西 直人  渡邊 綾子  安藤 京子  民安 健二  神原 光   稲田 喜水 

鶴崎 祥子  寺田 仁計  伊藤てい子  江崎 敬子  原 千賀子  足立 克己  太田栄・由美子 

町田 隆哉  吉丸あさ子  八木隆太郎  上大岡教会  彦根教会   柳城短大付属豊田幼稚園  

矯風会名古屋第二支部    名古屋新生教会教会学校   済美高等学校   
 

■土地建物／将来のＮＰＯ土地建物取得費用 
 

坂下教会  田瀬教会  瀬口 昭代  南 寿樹  石田伊志子  中森 由哉  丹下 進  杉山敏・清美          
 

■紙風船夢づくり／紙風船の人形劇制作、公演活動に関する費用 
 

中森 由哉  浜嶋 一史  大坂 晴一  五十嵐和夫  市野 ちづ  田中 博史  佐藤文子・邦甫  

新生幼稚園  杉山 美鈴  可知一三四  板倉恵美子  瀬口 昭代  伊藤 恵美  和久井由利恵  

荒川 敦子  田中 規裕  田中 文   田中 孝子  渡邊 綾子  角川 千影  斉藤紀子・充加  

数原 陽子  森本るり子  丹下 進   南  寿樹  木村由美子  戸谷 真也  盛和子・紫寿子 

佐藤 太亮  成田実千代  潮田 則行  酒井 淳子  山下 良子  伊藤 和昭  田中 正文 

成瀬絵里子  山下 有   戸田 真二  堀田 幾子  島 しづ子 
 

■ＮＰＯ資金／ＮＰＯの運営に関する費用 
 

あゆみの会  上野 嶺   冨田 糶   山下 純   山下 良子  町田 隆哉  佐藤正幸・純子   

西川 道子  南  寿樹  須田 静代  前沢まき代  比企 敦子  伊藤 幸雄  堀部充・操子   

戸田 真二  吉澤 和海  吉澤 道子  瀬口 昭代  木村 寛子  渡辺 徹朗  近藤トクエ・洋   

島田 正雄  大村 恵子  名古屋中央教会 
 

■寄付その他 
 

鈴木 武二  柏木 實   徳永 五郎  中谷 塩子  伊藤みつ子  大薮 礼子  塚田良彦・佳代子  

立嶋トシ子  小池 耕一  中西加津子  瀬口 昭代  南  寿樹  中川 鋪子  佃鉄之助・ミチエ 

石井 昌也  石田伊志子  奥山 喜正  岩崎 武男  野村 裕子  草野  幸  浅井志朗・真希 

佐藤 全弘  戸軽 佳代  小島 俊則  中森 照子  雨宮 栄一  梅村 亜惠  市原信太郎・誉子 

小松 康宏  柴田 京子  山田シマ子  小島 真一  水野 亨好  君島洋三郎  渡井秀雄・幸子 

小中 健次  中山 奥行  森田なぎさ  榊原 ちゑ  加藤 久雄  塚田 高子  名古屋新生教会 

渡邊 綾子  五十嵐ベティ 桂  正枝  石川 瑶子  山中 大輔  水野 幸子  京都みぎわｷﾘｽﾄ教会 

坂口 良彬  鳴海教会   神戸教会   各務原教会  南山幼稚園  メネット会  ルーテル復活教会 

久が原教会  豊田教会   華陽教会   中京教会   豊山教会   大宮共立教会 栄冠幼稚園 

愛知守山教会女性の会    埼玉新生教会・婦人会    名古屋桜山教会シャロンの会 田中民子・美津次 

聖心会名古屋修道院     捜真女学校 高等学部 中学部   半田教会・知多奥田キリスト教センター 

 
 

任意団体「障害者・友だちの会・愛実」受付分 
近くの公園の木々が淡い薄紫の色になりました。梅は満開です。もう直ぐ春ですね。 

皆様の所は如何ですか。神様の豊かな祝福をお祈りいたします。 
 

「寄付金個人・教会」  

中山  実  臼田 治子  三浦 定代  山中  高  木村 裕子  横井 忠弘  大木志保子  

見木 靖美  国方 恵子  塚田 正昭  岡崎茨坪伝道所  (学法)まきば学園  名古屋教会  

中部学院大学宗教委員会      愛知教会   (改)金沢教会   平塚ＹＷＣＡ    聖天伝道所 

日本キリスト教婦人矯風会名古屋第一支部  豊橋教会婦人会  在日大韓大阪教会女性会 
 

「賛助会費個人」   吉谷 尚之  武嶋 恵子  木村 裕子  大木志保子  朽久保澪子   
 

「土地建物基金個人」 岩田太万亀 
 

尚、今回の報告は０８年１２月１日から０９年２月２０日までにいただいた分の報告です。敬称を略させていただき

ましたが、お許しください。長村 

－１２－ 




